
３ 教育課程と履修方法 
 

（１）教育課程 
教育課程とは、本学における教育上の目的（教育目標）を達成するために、必要な授業科目を開設

し、体系的に編成したものです。言い換えれば、学生が在学中に学修しなければならない教育内容を

授業科目として系統的に編成したものです。これをカリキュラムといいます。 

本学の教育課程は、「短期大学設置基準」という国の法令による基準に基づいて編成されています。

開設されている授業科目は、共通科目・専門教育科目（教育職員免許状取得のための科目も含む）の

2 つに大きく区分されています。卒業要件科目、資格取得のための必修科目と選択科目から構成し、

これを各年次・学期に配当して編成されます。 

本学では、ＤＰ（ディプロマ・ポリシー：学位授与方針）に定められた 4 つの柱（教養・倫理観、

問題解決総合力、専門基礎力、実践応用力）と、さらに学科・専攻・コースの具体的な教育目標を踏

まえ、学生が習得することを期待する目標を設定しています。これらの目標は、｢期待される学習成

果｣として授業科目ごとに設定され、シラバスに明記しています。 

 

（２）授業科目 

① 共通科目 

共通科目は、教養豊かな人間性の育成と専門教育科目を学修するための基礎的学力の育成を

ねらいとしています。 

 

② 専門教育科目  

それぞれの学科・専攻・コースの専門領域において、総論的なもの、各論的なもの、原理的

なもの、応用的なもの、実験・実習など様々な科目が設定されています。これらの授業科目を

通して、高度な専門的知識や技術のほか活用できる力を担うことを目標としています。 

 

（３）履修要件 
① 卒業要件（卒業に必要な科目・単位数） 

本学卒業のためには、2年以上在学し、62単位以上修得することが必要です。学科・専攻ご

との授業科目は学則別表に示すとおりです。 

それぞれの学科・専攻における卒業要件は次表のとおりです。 

なお、生活学科の教職に関する専門科目および資格取得のために本学の開設科目外で開設し

ている資格科目は、原則として卒業要件として必要な単位数には含まれません。 

 

② 学科・専攻別卒業要件 

学科 共通科目 専門教育科目 合計 

生活学科 

生活文化専攻 

18 単位以上 

（必修 10 単位を含む） 

44 単位以上 

（必修 12 単位を含む） 
62 単位以上 

生活学科 

食物栄養専攻 

18 単位以上 

（必修 10 単位を含む） 

44 単位以上 

（必修 25 単位を含む） 
62 単位以上 

現代幼児教育学科 
10 単位以上 

（必修 10 単位を含む） 

52 単位以上 

（必修 16 単位を含む） 
62 単位以上 
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③ 資格取得（免許・資格の取得に必要な科目・単位数） 

この冊子の（４.資格の取得方法の項）に明示しています。 

 

（４）授業科目の単位計算 
授業形態は、講義、演習、実験・実習および実技で構成されています。本学の授業科目の単位計算は次

の基準によって行われます。 

  

① 講義および演習 

15 時間から 30 時間までの範囲で別に定める時間の授業をもって 1 単位とします。 

 

② 実験、実習および実技 

30 時間から 45 時間までの範囲で別に定める時間の授業をもって 1 単位とします。 

 

③ 講義、演習、実験、実習または実技のうち 2 つ以上の方法の併用によりおこなう場合 

その組み合わせに応じて本学が定める時間の授業をもって 1 単位とします。 

 

短期大学設置基準(文部科学省令)では、1 単位の授業科目には標準 45 時間の学修が必要と規定してい

ます。たとえば、半期 15 回 2 単位の授業科目は 90 時間の学修が必要ということです。これに対し、実際の授

業は 90 分の授業を 2 時間として扱い、2 時間×15 回、計 30 時間で、60 時間が不足しています。その不足

分は授業外での学修によって補う必要があります。各授業科目のシラバスには学修課題（予習・復習）が記載

されていますので、各自で取り組んでください。 

 

（５）カリキュラムマップ 
カリキュラムマップは、授業科目と本学のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）の関係を分か

りやすく示したものです。ディプロマ・ポリシーに基づき、各授業科目が卒業までに身につけるべ

き能力とどのように関連するのかを示しています。 

カリキュラムマップは、短大生活ナビに記載しています。  

 

（６）ナンバリング 
ナンバリングとは、各授業科目に番号を付けることです。その番号は、学修の段階や順序等を表

し教育課程の体系性を示しています。各科目の関連性や順次性がわかるため、自分の現在の学修段

階が把握でき、見通しをもって主体的に学修を進めることができます。 

各科目のナンバーはシラバスに記載しています。 

 

科目ナンバリングコード（ナンバリングの原則）                     

DP 学科・専攻等 分類 配当 順位性 

10000 の位 1000 の位 100 の位 10 の位 1 の位 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

生活学科 

生活文化専攻 L 

食物栄養専攻 F 

現代幼児教育学科 Y 

共通科目      C 

生活学科 教職に関する専門科目 T 

共通科目   1 

専門教育科目 2 

教職科目   3 

1 年次 1 

2 年次 2 

1 年前期 1 

1 年後期 2 

2 年前期 3 

2 年後期 4 

1 年通年 5 

2 年通年 6 
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